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［背景・ねらい］

これまで鶏ふん堆肥の窒素肥効は、堆肥化過程で残存した尿酸態窒素量により決定され

ること、また尿酸の分解速度は、堆肥化や貯蔵の各処理段階において処理法別に固有の速

度を持つことを明らかにしてきた。また、こうした堆肥化過程において尿酸分解に関与す

る菌を尿酸選択培地を用いて分離したところ３種類の桿菌及び放線菌が得られ、この中で

１種類の桿菌( 株)が生育速度及び分解活性が極めて高いこと、また、同細菌は高温条1A1
、 、件で尿酸分解活性を失うため 密閉縦型発酵装置での堆肥化処理では尿酸分解が抑制され

窒素肥効の高い堆肥を生産しうることを明らかにしてきた そこで 分離された菌株( )。 、 1A1
の同定を行なうとともに、遺伝子的手法（ 法）を用いて堆肥化過程での同菌の動態DGGE
を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．鶏ふんの堆肥化過程において、ふん中の尿酸分解は、尿酸を唯一の窒素源としたウリ

カーゼ産生菌選択培地を用いた検索（表１）および中温条件（４０℃）における分離

菌株の尿酸分解速度（図１）から、１種類の桿菌（ 株）により主として支配され1A1
る。

２．分離された桿菌( )は、遺伝子の塩基配列解析から である1A1 Pseudomonas aeruginosa
（図２ 。）

３． 法による堆肥中の菌叢解析から、 は高温（ ℃）のDGGE 70Pseudomonas aeruginosa
発酵状態が続き菌叢が極めて単純化する密閉縦型方式の堆肥を含み、新鮮生ふん中お

よび解放撹拌方式の未熟堆肥（ 日目）および発酵堆肥（ 日目）のいずれにも存在5 30
する（図３ 。）

［成果の活用面・留意点］

１．堆肥化条件制御による高窒素含有鶏ふん堆肥の製造法を確立するための基礎的知見と

して活用できる。

２． 法は鶏ふんの堆肥化過程における細菌叢の変化の評価、および尿酸分解菌の存DGGE
在確認を行うための有望な手法として活用できる。




